
摂食嚥下リハビリテーション日技指定研修

日 時 令和７年７月２７日（日）
１２：３０～１６：００（受付１２：００～）

①会場参加 ※定員４８名

群馬県生涯学習センター 前橋市文京町２ - ２０ - ２２

②オンライン参加（ z o o m）
締切後メールにて z o o m I D 等お知らせします

（基本研修課程）

会 場

第一部

摂食嚥下リハビ
リテーションの
基本と実際

第二部

【申込み方法】ＱＲコードまたはFAX
https://forms.gle/uRRQSqajUC6bUr3A9

【申込締切】 令和７年７月１５日

摂食嚥下リハビリ
テーションに使用
する口腔内装置の
必要性と製作方法
について

** ＦＡＸからのお申し込みはこちらです **

参加申込書
群馬県歯科技工士会 ＦＡＸ ０２７-２５４-４３２７

お名前(ふりがな) □会員（会員番号： ） □会員外

□歯科技工士 □歯科医師 □歯科衛生士 □その他（ ）

【勤務先名】

【ご連絡先】電話番号 （ ） ＦＡＸ番号 （ ）

mail                 @

※zoom参加の方は必ずメールアドレスのご記入お願いします

【ご住所】 〒 －

【受講場所】 □会場 □オンライン参加（zoom）

講師  東京科学大学大学院

摂食嚥下リハビリテーション学分野

  助教 吉見 佳那子先生（歯科医師） 講師 西川 圭吾先生（日技認定講師）

「摂食嚥下リハビリテーションとは」

受 講

無 料



吉見 佳那子先生抄録 人 は 口 か ら 食 事 がで きな くな ると 、鼻 から の管 、点 滴や 胃に 直接 注
入 す る こ と （ 胃ろ う） で 栄養 をと る。 これ がい かに 患者 の生 活の 質（ Q O L ）を 低下 させ る
か は 想 像 に 難 くな い。 し かし 、胃 ろう 管理 だっ たと して も、 口か ら全 く食 べら れな いと い
う 患 者 は 、 ご く少 数に 限 られ る。 ほん の一 口の ご馳 走が 、患 者の 人生 を大 きく 変え うる 。
摂 食嚥 下リ ハビ リテー ショ ンで 、患 者は一 度失 った 経口 摂取を 再び 取り 戻す ことが でき る。
口 腔 内 装 置 の 数々 はリ ハ ビリ テー ショ ンア ウト カム を改 善さ せる 重要 な要 素で あり 、歯 科
技 工 士 も リ ハ ビリ テー シ ョン を担 う一 員で ある 。

摂 食 嚥 下 は 、 先 行期 、 準備 期、 口腔 期、 咽頭 期、 食道 期と いう 5 期モ デル で説 明さ れ、
歯 科 技 工 士 の 貢献 は、 主 に食 塊形 成、 食塊 の咽 頭へ の送 り込 みを 担う 準備 期と 口腔 期へ の
対 応 で あ る 。 舌接 触補 助 床（ P A P ） は、 口蓋 部を 厚く した 有床 装置 であ り、 舌癌 術後 など
器 質 的 問 題 だ けで なく 、 脳卒 中、 神経 変性 疾患 など で低 下し た舌 機能 も代 償す る。 歯科 技
工 士 も 患 者 の 食を 通じ て Q O L 向上に大きく寄与できるものの、 P A P を製作した経験がある
歯 科 技 工 士 は 決し て多 く ない 。

歯 科 補 綴 装 置 は 、口 腔 機能 改善 だけ では なく 、咽 頭の 形態 や機 能に も影 響す る。 義歯 は
食 物 残 留 を 減 少し 、閉 塞 性睡 眠時 無呼 吸に 対す る口 腔内 装置 は咽 頭腔 を拡 大さ せ、 睡眠 時
の 呼 吸 を 補 助 する 。お そ らく 、歯 科技 工士 が想 像し てい るよ りも はる かに 口腔 から のア プ
ロ ー チ は 人 々 の生 活を 変 えら れる 。本 講演 が、 歯科 が患 者の 生活 に与 える 影響 の大 きさ を
知 ると とも に、 歯科技 工士 が提 供で きる価 値を 改め て考 えるき っか けに なれ ば幸い であ る。

西川  圭吾先生抄録 厚 生 労 働 省 に よる 歯科 治療 の需 要の 将来 予想 では 、こ れま での 歯科 で
は う 蝕 な ど に よる 治療 中 心型 でし たが 、超 高齢 社会 のな かで 高齢 者の なか には 全身 的な 疾
患 や 在 宅 診 療 への 対応 が 求め られ ると 予測 され てお り、 口腔 の機 能の 維持 ・回 復を 中心 と
し た 「 治 療 ・ 管理 ・連 携 型」 への 需要 が増 加し てく るこ とが 報告 され てお りま す。 その な
か でも 歯科 では 、咀嚼 はも とよ り口 腔ケア やリ ハビ リテ ーショ ンな どに 期待 されて いま す。

歯科技工士が参加することが出来るのは、咀嚼に関わる歯冠補綴装置の製作はもとより、
嚥 下 に お け る 機能 維持 や 機能 回復 に効 果が ある 「摂 食嚥 下リ ハビ リテ ーシ ョン 」に 使用 さ
れ る 口 腔 内 装 置の 製作 で す。

歯 科 技 工 士 養 成 機関 の 基本 的な 教育 にお いて 、歯 冠補 綴装 置に 関す る内 容は 教育 され て
い ま す が 、 「 摂食 嚥下 リ ハビ リテ ーシ ョン 」に 使用 され る口 腔内 装置 に関 して の教 育は ほ
と ん ど さ れ て いな いの が 現状 です 。

今 回 、 実 臨 床 で も製 作 する 機会 の多 い舌 接触 補助 床（ P a l a t a l  A u g m e n t a t i o n  
P r o s t h e s i s  ／ P A P ） の 製 作 方 法 につ いて 解説 させ てい ただ きま す。
「 摂 食 嚥 下 リ ハビ リテ ー ショ ン」 に関 わる 歯科 技工 士に 必要 な最 低限 の知 識に つい て提 供
さ せ て い た だ き、 学び の きっ かけ にな れば と考 えて おり ます 。

お問い合せ先

公益社団法人群馬県歯科技工士会事務所
前橋市江田町593-1 2-Ｄ
mail：gun-gi@bay.wind.ne.jp TEL：027-254-4341

摂食嚥下障害は機能的障害や器質的障害により「食べること」が難しくなる障害であり、低栄養や誤
嚥性肺炎につながる可能性があります。また、超高齢社会である本国では、要介護高齢者が増加傾向に
あるため摂食嚥下リハビリテーションによる機能補助や機能改善は極めて重要であります。摂食嚥下リ
ハビリテーションでは口腔内装置を使用することがあり、歯科技工士はこの装置の製作を担っています
が、その実態について大学や総合病院以外での一般的な周知は進んでいないのが現状であります。
今回、東京科学大学(旧 東京医科歯科大学)大学院 摂食嚥下リハビリテーション学分野の先生を講師

に迎え、「摂食嚥下リハビリテーションの基本と実際」についてご講演していただく運びとなりました。
多くの会員皆様が参加して下さり、明日からの臨床に役立てていただければ幸いです。

※お昼休憩はありません
※日技会員は生涯研修当日「歯科技工士生涯研修カード」の持参お願いします
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